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連結業績（連結業績（P/LP/L））サマリーサマリー

+ 72.2%+ 72.2%
++ 72.0%72.0%
++ 15.2%15.2%
++ 17.9%17.9%
++ 13.13.4%4%

－－

-- 2.5% 2.5% 
+ 33.8%+ 33.8%

++ 14.14.4%4%

対前年対前年
同期比同期比

61.3461.34
1,5191,519
2,8692,869
2,9202,920

44,69644,696
-- 187187
2,6752,675
3,1733,173

42,02042,020

2007.3 2007.3 
実績実績

106.91106.91
2,6502,650
3,6003,600
3,6003,600

55,80055,800
-- 100100
5,8005,800
3,7003,700

50,00050,000

2008.3 2008.3 
通期計画通期計画

-- 1.2%1.2%
-- 1.4%1.4%
-- 8.2%8.2%
-- 4.3%4.3%
-- 9.2%9.2%

－－

-- 5555.0%.0%
+ 14.7%+ 14.7%

-- 3.9%3.9%

対対
計画比計画比

１株利益（円）１株利益（円）

50,67150,671売上高売上高

2,6122,612当期純利益当期純利益

経常利益経常利益

営業利益営業利益

売上高売上高

105.60105.60

3,3043,304
3,4443,444

-- 737737
2,6092,609
4,24,24545

48,06248,062

2008.32008.3
実績実績

システム事業システム事業

LSILSI事業事業

連結連結

営業利益営業利益

営業利益営業利益

売上高売上高

（単位：百万円）（単位：百万円）

注）注） 20082008年年33月期の当期純利益は、期初に傘下の子会社月期の当期純利益は、期初に傘下の子会社22社を吸収合併した際の税額調整により利益が約社を吸収合併した際の税額調整により利益が約770770百万円嵩上。百万円嵩上。
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LSILSI事業の業績（事業の業績（ASICASIC））

（億円）（億円） 売上高売上高

2007.32007.300

100100

200200

2008.3 2008.3 
１１QQ

２２QQ

３３QQ

400400

４４QQ

１１QQ

430430 売上高は前年同期比で増加し、売上高は前年同期比で増加し、
計画を上回って着地。計画を上回って着地。

携帯ゲーム機向け携帯ゲーム機向けソフトウェアソフトウェア格格
納用納用LSILSIの需要が堅調の需要が堅調に推移しに推移し
売上拡大。売上拡大。

359359

300300

２２QQ

３３QQ

４４QQ

500500
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LSILSI事業の業績（事業の業績（ASSPASSP））

（億円）（億円） 売上高売上高

2007.32007.300

2200

4400

2008.3 2008.3 
１１QQ

２２QQ

３３QQ

8800

４４QQ

１１QQ

5050

売上高は前年同期比で減少し、売上高は前年同期比で減少し、
計画未達。計画未達。

デジタル放送１セグメント受信用デジタル放送１セグメント受信用
ＬＳＩＬＳＩ、高性能デジカメ用ＬＳＩ等主、高性能デジカメ用ＬＳＩ等主
力製品の力製品の需要は需要は堅調に推移した堅調に推移した
が、が、収益率の低い収益率の低いメモリメモリ応用応用製品製品
を縮小を縮小したため、対前年比したため、対前年比でで売上売上
減少減少。。

6060
6600

２２QQ

３３QQ

４４QQ
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システム事業の業績システム事業の業績

（億円）（億円） 売上高売上高

2007.32007.300

1010

2020

2008.3 2008.3 

１１QQ

２２QQ

３３QQ

4040

４４QQ

１１QQ

26.126.1

売上高はほぼ前年並み売上高はほぼ前年並みで、で、計画計画
未達。未達。

顧客専用映像監視機器は２顧客専用映像監視機器は２QQにに
新製品が立上新製品が立上りり増加した増加したが、自社が、自社
ブランドの映像監視機器の販売ブランドの映像監視機器の販売
減少により、前期比売上が微減。減少により、前期比売上が微減。

セルフセキュリティ新製品セルフセキュリティ新製品は性能は性能
改善が必要となり立上が遅延改善が必要となり立上が遅延。。

26.826.83030

２２QQ

３３QQ

４４QQ
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連結業績（連結業績（B/SB/S））

資産の部は、前期末比資産の部は、前期末比2,9872,987百万円の増加。百万円の増加。 流動資産が流動資産が816816百万円、固定資産が百万円、固定資産が2,1712,171百万円増加。百万円増加。
流動資産流動資産の主要な増減要因は、現金及び預金のの主要な増減要因は、現金及び預金の1,7931,793百万円の増加、百万円の増加、受取手形及び売掛金受取手形及び売掛金のの663663百万円百万円の減少の減少。。
固定資産の主要な増加要因は、固定資産の主要な増加要因は、投資その他の資産の増加投資その他の資産の増加によるもので、内訳はによるもので、内訳は投資有価証券の評価差額及び長期前投資有価証券の評価差額及び長期前
払費用の増加による。従来、受託開発に含まれる量産準備に係る原価の一部をたな卸資産に計上していたが、受託案件払費用の増加による。従来、受託開発に含まれる量産準備に係る原価の一部をたな卸資産に計上していたが、受託案件
の規模拡大に伴い期間損益計算をより適正化するために、長期前払費用に振替たことによる。の規模拡大に伴い期間損益計算をより適正化するために、長期前払費用に振替たことによる。

負債の部は、前期末比負債の部は、前期末比11,,244244百万円の増加。百万円の増加。主要な増加要因は、主要な増加要因は、短期借入金短期借入金のの22,000,000百万円百万円のの増加。増加。

純資産の部は、前期末比純資産の部は、前期末比1,1,743743百万円の増加。百万円の増加。主要な増加要因は、当期純利益による増加と自己株取得による減少の主要な増加要因は、当期純利益による増加と自己株取得による減少の
差し引きと、自己株式の消却差し引きと、自己株式の消却によによるる資本増加。資本増加。

1,2221,222
-- 620620
2,0002,000
-- 410410

2222
1,2441,244
1,7431,743

2,9872,987

10,44610,446
4,6404,640
4,0004,000

968968

2,2022,202
12,64812,648
19,69319,693

32,34232,342

11,66811,668
4,0204,020
6,0006,000

558558

2,2242,224
13,89213,892
21,43621,436

35,32935,329

負債の部負債の部

流動負債流動負債
買掛金買掛金

短期借入金短期借入金

未払法人税等未払法人税等

固定負債固定負債

負債合計負債合計

純資産合計純資産合計

負債・純資産合計負債・純資産合計

816816
1,7931,793
-- 663663
-- 9898

2,1712,171
6060
2323

2,0882,088

2,9872,987

26,04026,040
4,7374,737

18,31618,316
2,3572,357

6,3016,301
160160
154154

5,9865,986

32,34232,342

2626,856,856
6,536,5300

17,65317,653
22,,259259

88,472,472
220220
177177

8,8,007474

35,32935,329

資産の部資産の部

流動資産流動資産
現金及び預金現金及び預金

受取手形及び売掛金受取手形及び売掛金

たな卸資産たな卸資産

固定資産固定資産
有形固定資産有形固定資産

無形固定資産無形固定資産

投資その他の資産投資その他の資産

資産合計資産合計

増減増減2007.32007.320020088..33（単位：百万円）（単位：百万円）増減増減2007.32007.320020088..33（単位：百万円）（単位：百万円）
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連結業績（連結業績（C/FC/F））

営業ＣＦは、営業ＣＦは、 税金等調整前当期純利益が税金等調整前当期純利益が3,1363,136百万円となり、売上債権の減少百万円となり、売上債権の減少643643百万円とたな卸資産の増百万円とたな卸資産の増
加加743743百万円、仕入債務の減少百万円、仕入債務の減少604604百万円、法人税等の支払額百万円、法人税等の支払額946946百万円等により、百万円等により、2,3402,340百万円の収入と百万円の収入と
なった。なった。

投資ＣＦは、主に長期前払費用の取得等により投資ＣＦは、主に長期前払費用の取得等により1,5581,558百万円の支出となった。百万円の支出となった。

財務ＣＦは、短期借入の増加と、自己株取得及び配当による支出の差し引きにより財務ＣＦは、短期借入の増加と、自己株取得及び配当による支出の差し引きにより1,0711,071百万円の収入となっ百万円の収入となっ
た。た。

以上の結果、現金及び現金同等物は前期に比較して以上の結果、現金及び現金同等物は前期に比較して1,7921,792百万円増加して百万円増加して6,5306,530百万円となった。百万円となった。

3,3613,361△△2,5792,579781781ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ（営業ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ（営業CFCF＋投資＋投資CFCF））
1,7921,7924,7374,7376,5306,530現金及び現金同等物の残高現金及び現金同等物の残高

△△1,5611,5612,6332,6331,0711,071財務活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ財務活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

△△898898△△660660△△1,5581,558投資活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ投資活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

4,2594,259
281281

5,1715,171
644644

△△2,2012,201
164164

△△1,9191,919
2,8552,855

△△4,5274,527
△△1,3871,387

1,5971,597
△△1,1111,111

2,3402,340
3,1363,136

643643
△△743743
△△604604
△△946946

営業活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ営業活動によるｷｬｯｼｭﾌﾛｰ
税金等調整前当期純利益（＋）税金等調整前当期純利益（＋）

売上債権の増加（－）又は減少（＋）売上債権の増加（－）又は減少（＋）

たな卸資産の増加（－）又は減少（＋）たな卸資産の増加（－）又は減少（＋）

仕入債務の増加（＋）又は減少（－）仕入債務の増加（＋）又は減少（－）

法人税等の支払額（－）又は還付額（＋）法人税等の支払額（－）又は還付額（＋）

増減額増減額2007.32007.32008.32008.3（単位：百万円）（単位：百万円）
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20092009年年33月期月期・中期・中期 経営方針経営方針
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中期成長戦略中期成長戦略

→→

→→

ASICASIC、システムの既存顧客に対し、システムの既存顧客に対してて、、LSILSIとシステムの技術力・開発力を最大限活とシステムの技術力・開発力を最大限活
用し用しててLSILSIからボード・モジュール、完成品からボード・モジュール、完成品までのまでの最適なソリューションを提供最適なソリューションを提供
既存顧客に次ぐ大口の新規顧客を開拓する既存顧客に次ぐ大口の新規顧客を開拓する

当社の強みである特定顧客にソリューションを提供する顧客専用事業の基盤強化当社の強みである特定顧客にソリューションを提供する顧客専用事業の基盤強化
と事業拡大と事業拡大

顧客専用事業の強化・拡大顧客専用事業の強化・拡大

アライアンスを活用し事業リスクを低減しつつ、事業展開を加速アライアンスを活用し事業リスクを低減しつつ、事業展開を加速

システム事業は顧客専用ビジネスに集中すると同時に、リソースシフトで新規事業であシステム事業は顧客専用ビジネスに集中すると同時に、リソースシフトで新規事業であ
る電子部品事業を立上る電子部品事業を立上

画像、通信関連の技術競争力をベースにシステム画像、通信関連の技術競争力をベースにシステムLSILSI事業を拡大事業を拡大
システムシステムLSILSIを核にしたボード・モジュールビジネスの開拓と育成に投資を核にしたボード・モジュールビジネスの開拓と育成に投資

→→
→→

競争力のある特定用途向競争力のある特定用途向LSILSIを伸ばすと同時に、これら自社システムを伸ばすと同時に、これら自社システムLSILSIを核に、を核に、
LSILSI、、ボード・モジュール、ボード・モジュール、IPIP等顧客の要求に応えるソリューションを提供して収益機等顧客の要求に応えるソリューションを提供して収益機
会を拡大会を拡大してしてMCCMCCの成長を牽引の成長を牽引

特定用途事業の収益機会の特定用途事業の収益機会の拡大拡大

事業構造改革による中期成長戦略の実践事業構造改革による中期成長戦略の実践
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組織組織

カンパニー制を廃止カンパニー制を廃止 →→ LSILSIとシステムのシナジとシステムのシナジ
ーを最大限発揮するーを最大限発揮する

ビジネスモデル毎のビジネスモデル毎のMCCMCCの強さと課題を明確にしの強さと課題を明確にし
て、強さのさらなる強化と課題の早期解決を図るて、強さのさらなる強化と課題の早期解決を図る

全社にまたがる経営戦略の立案と推進のために全社にまたがる経営戦略の立案と推進のために
経営管理体制を強化する。経営管理体制を強化する。

顧客専用事業本部顧客専用事業本部

特定用途事業本部特定用途事業本部

ASICASIC事業事業

ASSPASSP事業事業

顧客専用システム事業顧客専用システム事業

電子部品事業電子部品事業

新規顧客開拓新規顧客開拓

特定用途向けの製品を複
数の顧客に提供するビジ
ネス

特定用途向けの製品を複特定用途向けの製品を複
数の顧客に提供するビジ数の顧客に提供するビジ
ネスネス

顧客に密着して最適なソ
リューションを提供するビ
ジネス

顧客に密着して最適なソ顧客に密着して最適なソ
リューションを提供するビリューションを提供するビ
ジネスジネス

新組織新組織

新規顧客開拓と電新規顧客開拓と電
子部品事業が子部品事業がMCCMCC
の成長を牽引の成長を牽引
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代表取締役社長人事代表取締役社長人事

ASICASIC事業、事業、ASSPASSP事業、システム事業の育成拡大で事業、システム事業の育成拡大で20082008年年33月期月期
に過去最高益を実現に過去最高益を実現

中長期の更なる成長を目指すための改革に着手中長期の更なる成長を目指すための改革に着手
当社の強さである当社の強さであるASICASIC、、顧客専用システム事業の基盤強化と顧客拡大顧客専用システム事業の基盤強化と顧客拡大

競争力の源泉である競争力の源泉であるASSPASSP事業事業ととASSPASSPをを活用した活用した新規新規電子部品事業電子部品事業（（ボードボード・・モジモジ
ュールュール等等のの事業）事業）の育成の育成

経営管理体制を強化経営管理体制を強化（（個別事業の管理と全社レベルの経営管理個別事業の管理と全社レベルの経営管理のレベルアップ）のレベルアップ）、、
経営体質経営体質のの強化強化

代表取締役副社長代表取締役副社長 管理本部長として経営管理本部長として経営
管理体制の強化推進管理体制の強化推進

松岡茂樹松岡茂樹

代表取締役社長とし成長戦略を推進代表取締役社長とし成長戦略を推進鵜飼幸弘鵜飼幸弘

代表取締役の役割分担代表取締役の役割分担
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20092009年年33月期月期・中期・中期 事業計画事業計画
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20092009年年33月期月期 業績計画業績計画

注）注） 20092009年年33月期の当期純利益の計画が前期比でマイナスとなっている理由は、月期の当期純利益の計画が前期比でマイナスとなっている理由は、20082008年年33月期に傘下の子会月期に傘下の子会
社社22社を吸収合併した際の税額調整により社を吸収合併した際の税額調整により20082008年年33月期の利益が約月期の利益が約770770百万円嵩上げされたことによる。百万円嵩上げされたことによる。

-- 1818..77%%-- 4411.5%.5%105.60105.6065.6765.6785.8885.8838.4438.4411株利益（円）株利益（円）

-- 19.6%19.6%-- 42.42.22%%2,6122,6121,6271,6272,1002,100940940当期純利益当期純利益

+ 12.0%+ 12.0%+ 7.6%+ 7.6%3,3043,3041,5341,5343,7003,7001,6501,650経常利益経常利益

+ 10.3%+ 10.3%+ 6.3%+ 6.3%3,4443,4441,6001,6003,8003,8001,7001,700営業利益営業利益

+ 2.6%+ 2.6%-- 5.7%5.7%50,67150,67125,45625,45652,00052,00024,00024,000売上高売上高

連結連結

－－－－－－－－50050000戦略費用戦略費用全社共通全社共通

－－－－-- 737737--29429400--100100営業利益営業利益

+ 53.3%+ 53.3%+ 41.8%+ 41.8%2,6092,6091,2691,2694,0004,0001,8001,800売上高売上高システムシステム
事業事業

+ 1.3%+ 1.3%-- 7.3%7.3%4,2454,2451,9421,9424,4,3300001,8001,800営業利益営業利益

-- 0.1%0.1%-- 8.28.2%%48,06148,06124,18624,18648,00048,00022,20022,200売上高売上高

+ 19.5%+ 19.5%-- 114.14.1%%5,0205,0202,5622,5626,0006,0002,2002,200ASSPASSP及び及び
電子部品電子部品

-- 2.4%2.4%-- 7.57.5%%43,04143,04121,62421,62442,00042,00020,00020,000ASICASIC

LSILSI事業事業

対前年対前年
通期通期

実績比実績比

対前年対前年
上期上期

実績比実績比

2008.32008.3
通期通期
実績実績

2008.32008.3
上期上期
実績実績

2009.32009.3
通期通期
計画計画

2009.32009.3
上期上期
計画計画

（単位：百万円）（単位：百万円）
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中期業績目標中期業績目標

中期業績目標（中期業績目標（20112011年年33月期月期のの目指す姿）目指す姿）

●連結営業利益●連結営業利益 5353億円、営業利益平均成長率億円、営業利益平均成長率 1515％％

（億円）（億円）

08.308.3

売上高売上高

520520

10.310.300

400400

（億円）（億円） 営業利益営業利益

3434

00

2020

4040

506506

200200

09.309.3

600600

800800

6060600600
5353

8080

3838

11.311.3 08.308.3 10.310.309.309.3 11.311.3

平均成長率：平均成長率：5.8%5.8% 平均成長率：平均成長率：15.2%15.2%
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事業セグメント事業セグメント

特定顧客の特定顧客の用途に特化した用途に特化した
システム製品システム製品

顧客専用顧客専用
システムシステム

システムシステム
事業事業

特定の機器に性能・機能を特定の機器に性能・機能を

特化した当社ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの特化した当社ﾌﾞﾗﾝﾄﾞのLSILSI及び及び
ボード・モジュールボード・モジュール

特定用途向特定用途向LSI LSI 
（（ASSPASSP）及び電）及び電
子部品子部品

特定顧客の機器向けの特定顧客の機器向けの
オーダーメードのオーダーメードのLSILSI

顧客専用顧客専用LSILSI
（（ASICASIC））

LSILSI事業事業
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LSILSI事業セグメント事業セグメント 中期業績目標中期業績目標

（億円）（億円）

08.308.3

売上高売上高

480480

10.310.300

400400

（億円）（億円） 営業利益営業利益

4242

00

2020

4040

480480

200200

09.309.3

600600

800800

6060
540540

5050

8080

4343

11.311.3 08.308.3 10.310.309.309.3 11.311.3

平均成長率：平均成長率：4.0%4.0% 平均成長率：平均成長率：6.2%6.2%

ASICASIC

430430 420420 430430

5050 6060 110110

ASSPASSP及び及び

電子部品電子部品
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LSILSI事業セグメント事業セグメント 事業領域事業領域

ASICASIC事業事業
●● 既存顧客への供給製品の多様化による事業基盤の強化既存顧客への供給製品の多様化による事業基盤の強化
●● 新規大口顧客の獲得新規大口顧客の獲得

◆◆既存顧客向け製品の多様化既存顧客向け製品の多様化
-- 携帯型ゲーム機向け携帯型ゲーム機向けゲームカセット用ゲームカセット用LSILSI
-- 据置型テレビゲーム機向け据置型テレビゲーム機向けLSILSI

-- 大容量・短納期・高セキュリティ大容量・短納期・高セキュリティ
のメモリ応用製品のメモリ応用製品

-- 携帯型ゲーム機および据置型テレビゲーム携帯型ゲーム機および据置型テレビゲーム
機向けのソリューション提案機向けのソリューション提案

◆◆新規顧客開拓新規顧客開拓
-- アミューズメント分野の顧客を開拓（メモリ応用製品、アミューズメント分野の顧客を開拓（メモリ応用製品、
画像・音声処理関連製品等画像・音声処理関連製品等を提案）を提案）

※Wii・NINTENDO DS・GAMEBOYADVANCE・ディーエス／DSは任天堂の登録商標および商標です。
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LSILSI事業セグメント事業セグメント 事業領域事業領域

ASSPASSP・電子部品事業・電子部品事業
●● 既存分野の高性能システム既存分野の高性能システムLSILSIを中心にを中心にASSPASSP事業を拡大事業を拡大
●● 顧客要求への最適ソリューションの提供による事業機会の拡大顧客要求への最適ソリューションの提供による事業機会の拡大

-- システムシステムLSILSIを核にしたボード・モジュール事業への展開を核にしたボード・モジュール事業への展開
-- IPIPビジネスの展開ビジネスの展開

●●アライアンスによる製品分野の拡大と事業推進の加速アライアンスによる製品分野の拡大と事業推進の加速

◆既存分野は、デジカメ、モバイルマルチメディア、◆既存分野は、デジカメ、モバイルマルチメディア、
ハイビジョンハイビジョンAVAV関連分野の高性能システム関連分野の高性能システムLSILSIをを
中心に中心にASSPASSP事業を展開事業を展開

◆システム◆システムLSILSIを核にボード・モジュール事業への展開を核にボード・モジュール事業への展開
-- 11セグ受信モジュール、フルセグチューナ、セグ受信モジュール、フルセグチューナ、
通信モジュール等通信モジュール等

◆◆IPIPビジネスへの取組みビジネスへの取組み

◆アライアンスとの協業◆アライアンスとの協業
-- コンパクトデジカメ分野での協業を推進コンパクトデジカメ分野での協業を推進

©2007 Nintendo
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ASSPASSP及び電子部品製品展開及び電子部品製品展開

デジタルカメラ関連デジタルカメラ関連

08.308.3 09.309.3 10.310.3 11.311.3

DSC4X DSC5 DSC6

HD-Photo

RPU(画像処理）

RPU2(画像処理)

AEセンサ AEセンサ2

照度センサ 照度センサ2

DSC用1ﾁｯﾌﾟ DSC用1ﾁｯﾌﾟ2

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ一眼ﾚﾌﾃﾞｼﾞﾀﾙ一眼ﾚﾌ
～高級ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ～高級ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

ｺﾝﾊﾟｸﾄｺﾝﾊﾟｸﾄﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗｶﾒﾗ
（ｱﾗｲｱﾝｽと共同）（ｱﾗｲｱﾝｽと共同）

IPIPビジネスビジネス

センサー関連センサー関連

量産中量産中

サンプル供給中サンプル供給中

開発中開発中

企画中企画中
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ASSPASSP及び電子部品製品展開及び電子部品製品展開

モバイルマルチメディアモバイルマルチメディア関連関連

08.308.3 09.309.3 10.310.3 11.311.3

ﾒﾃﾞｨｱﾌﾟﾛｾｯｻﾒﾃﾞｨｱﾌﾟﾛｾｯｻ
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙTVTVﾃﾞｺｰﾀﾞﾃﾞｺｰﾀﾞ

携帯ﾃﾞｼﾞﾀﾙ携帯ﾃﾞｼﾞﾀﾙTVTV
//ﾗｼﾞｵ受信ﾗｼﾞｵ受信LSILSI
((ﾜﾝｾｸﾞ、ﾌﾙｾｸﾞ）ﾜﾝｾｸﾞ、ﾌﾙｾｸﾞ）

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙTVTV向向ﾓｼﾞｭｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ
((電子部品）電子部品）

RSOC3

SWAN

SWAN
2.0

SWAN
3.0

1SEG module 1seg module2

DS-TV Full seg module

Pegasus
R

Pegasus
2Z

Mercury2

Pegasus3

Mercury3

Pegasus4

量産中量産中

サンプル供給中サンプル供給中

開発中開発中

企画中企画中Pegasus
2
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ASSPASSP及び電子部品製品展開及び電子部品製品展開

ハイビジョンハイビジョンAVAV関連関連

08.308.3 09.309.3 10.310.3 11.311.3

車載車載
地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙTVTV

据え置き型据え置き型
地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙTVTV

ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ
DVDDVDﾚｺｰﾀﾞﾚｺｰﾀﾞ//TVTV

量産中量産中

サンプル供給中サンプル供給中

開発中開発中

企画中企画中

Mercury
(2004年～)

Titan

Mercury2 Mercury3

Apollo Apollo 2 Apollo 3



24

システム事業セグメントシステム事業セグメント 中期業績目標中期業績目標

（億円）（億円）

08.308.3

売上高売上高

4040

10.310.300

4040

（億円）（億円） 営業利益営業利益

--7.7.44
--1010

--55

00
2626

2020

09.309.3

6060

8080

55
6060 5.05.0

8080

00.0.0

11.311.3 08.308.3 10.310.309.309.3 11.311.3

平均成長率：平均成長率：32%32% 平均成長率：－平均成長率：－



25

システム事業セグメントシステム事業セグメント 事業領域事業領域

●●セキュリティ・モニタリング用途の顧客専用システム事業に集セキュリティ・モニタリング用途の顧客専用システム事業に集
中して確実に収益事業に育成中して確実に収益事業に育成

●●既存顧客への供給製品多様化で事業拡大既存顧客への供給製品多様化で事業拡大

●●新規顧客の獲得新規顧客の獲得

◆◆既存顧客向け製品の多様化既存顧客向け製品の多様化
-- アナログ・デジタル混在の映像監視機器アナログ・デジタル混在の映像監視機器

-- フルデジタル映像監視システムフルデジタル映像監視システム
供給製品機種数の拡大供給製品機種数の拡大
ネットワーク対応で小規模～大規模監視システムネットワーク対応で小規模～大規模監視システム
まで対応領域の拡大まで対応領域の拡大

-- ホームセキュリティ分野のシステム製品ホームセキュリティ分野のシステム製品

-- 入退室管理分野のシステム製品入退室管理分野のシステム製品
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リソース投下計画リソース投下計画

21.021.018.518.516.016.01313..66研究開発費研究開発費

2008.032008.03実績実績 2009.032009.03見込見込 2010.032010.03見込見込 2011.032011.03見込見込（単位：億円）（単位：億円）

人員計画人員計画

研究開発費計画研究開発費計画

4444444444444040管理部門管理部門

283283272272260260222626合計合計

186186
2008.032008.03実績実績

216216
2009.032009.03見込見込

228228
2010.032010.03見込見込

239239事業部門事業部門

2011.032011.03見込見込

注）期中の平均人員数にて記載注）期中の平均人員数にて記載

00

100100

200200

300300 （人）（人）人員計画人員計画

08.308.3 09.309.3 10.310.3 11.311.3

事業部門事業部門

管理部門管理部門

08.308.3 09.309.3 10.310.3 11.311.3

研究開発費計画研究開発費計画 （億円）（億円）

00

1010
1515

2525

2020

55

平均増加率：平均増加率：15%15%



27

特定用途特定用途事業事業
●● ASSPASSPはは既存事業の延長である既存事業の延長である携帯電話、高画携帯電話、高画質デジタルカメラ質デジタルカメラに加えて、に加えて、ココ

ンパクトデジタルカメランパクトデジタルカメラ、、地上デジタル地上デジタルTVTV受信携帯電話、車載受信携帯電話、車載TVTV、、HDHD映像機映像機

器等の応用分野を開拓。高級機種から普及機種へ対象を広げる。器等の応用分野を開拓。高級機種から普及機種へ対象を広げる。
●● 電子部品事業は、当社の電子部品事業は、当社のASSPASSPを核に、ボード・モジュール事業を展開して事を核に、ボード・モジュール事業を展開して事

業期機会の多様化による事業拡大を目指す。業期機会の多様化による事業拡大を目指す。

まとめまとめ (Key Investment Highlights)(Key Investment Highlights)

当社の得意事業である顧客専用事業を強化・拡大すると共当社の得意事業である顧客専用事業を強化・拡大すると共
に、に、ASSPASSPの拡大と、これらの拡大と、これらLSILSIを活用したボード・モジュールを活用したボード・モジュール

等の等の電子部品事業を立ち上げ更なる成長を図る。電子部品事業を立ち上げ更なる成長を図る。

顧客専用顧客専用事業事業
●● ASICASICは収益基盤事業として堅持する。は収益基盤事業として堅持する。
●● システム事業は、顧客専用分野に特化して収益事業に育成する。システム事業は、顧客専用分野に特化して収益事業に育成する。

●● 既存顧客への供給製品の拡大と、新規の有力顧客開拓に注力して、顧客専既存顧客への供給製品の拡大と、新規の有力顧客開拓に注力して、顧客専

用の事業拡大を目指す。用の事業拡大を目指す。
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IRIRポリシーポリシー

≫≫IRIR活動の目的と基本姿勢活動の目的と基本姿勢

弊社は、「透明性」「公平性」「適時性」を基本姿勢として、企業価値に対する適正弊社は、「透明性」「公平性」「適時性」を基本姿勢として、企業価値に対する適正

な株価形成を目的に、株主・投資家・証券アナリストなどからの信頼と正当な評な株価形成を目的に、株主・投資家・証券アナリストなどからの信頼と正当な評
価を得るために、積極的なＩＲ活動に取り組んでおります。価を得るために、積極的なＩＲ活動に取り組んでおります。

≫開示の基準≫開示の基準

弊社は、東京証券取引所の定める適時開示規則弊社は、東京証券取引所の定める適時開示規則 （以下、「適時開示規則」とい（以下、「適時開示規則」とい
う。）う。） に沿って情報開示を行っています。に沿って情報開示を行っています。 また、適時開示規則に該当しない情報また、適時開示規則に該当しない情報

についても、株主・投資家・証券アナリストなどの需要に応えるべく、公平かつ積についても、株主・投資家・証券アナリストなどの需要に応えるべく、公平かつ積
極的な開示に努めています。極的な開示に努めています。

≫開示の方法≫開示の方法

弊社は、適時開示規則に該当する情報を開示する場合には、同規則に沿って、弊社は、適時開示規則に該当する情報を開示する場合には、同規則に沿って、
事前に当該情報の内容を東京証券取引所に説明し、同取引所の事前に当該情報の内容を東京証券取引所に説明し、同取引所のTDTDnetnet
（（Timely Disclosure networkTimely Disclosure network：： 適時開示情報伝達システム）にて開示するとと適時開示情報伝達システム）にて開示するとと

もに、プレスリリースにて発表しております。もに、プレスリリースにて発表しております。
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IRIRポリシーポリシー

≫将来の見通しについて≫将来の見通しについて

弊社が開示する情報の中には、将来の見通しに関する記述が含まれる場合があ弊社が開示する情報の中には、将来の見通しに関する記述が含まれる場合があ
ります。ります。 これら見通しについては、現在入手可能な情報に基づき一定の前提のこれら見通しについては、現在入手可能な情報に基づき一定の前提の

もとに作成したものであり、実際の弊社の事業内容や業績は、さまざまな要素にもとに作成したものであり、実際の弊社の事業内容や業績は、さまざまな要素に

よりこれらの見通しとは大きく異なる可能性があります。したがいまして、弊社のよりこれらの見通しとは大きく異なる可能性があります。したがいまして、弊社の
事業や業績あるいは企業価値などを検討される際には、これらの見通しのみに事業や業績あるいは企業価値などを検討される際には、これらの見通しのみに
全面的に依拠することは控えていただきますようお願いいたします。全面的に依拠することは控えていただきますようお願いいたします。

≫≫IRIR自粛期間自粛期間

弊社は、決算発表準備中に株価に影響を与える情報が漏れることを防ぐため、弊社は、決算発表準備中に株価に影響を与える情報が漏れることを防ぐため、
各四半期の、期末各四半期の、期末1010営業日前から弊社の決算発表までの間を自粛期間と定め、営業日前から弊社の決算発表までの間を自粛期間と定め、

ＩＲ活動を自粛いたします。ＩＲ活動を自粛いたします。 この期間中は、取材やミーティングへの出席ならびにこの期間中は、取材やミーティングへの出席ならびに

決算内容や業績見通しなどに関するお問い合わせへの対応を控えさせていただ決算内容や業績見通しなどに関するお問い合わせへの対応を控えさせていただ
きますので、ご理解いただきますようお願いいたします。きますので、ご理解いただきますようお願いいたします。 ただし、適時開示規則ただし、適時開示規則
に該当する情報については、自粛期間中であっても適宜情報開示を行った後、に該当する情報については、自粛期間中であっても適宜情報開示を行った後、
お問い合わせに対応いたします。お問い合わせに対応いたします。
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本資料に関するお問い合わせ先本資料に関するお問い合わせ先

株式会社メガチップス株式会社メガチップス

経営管理統括部経営管理統括部 広報部広報部
irir--team@megachips.co.jpteam@megachips.co.jp

〒〒532532--0003 0003 大阪市淀川区宮原大阪市淀川区宮原44丁目丁目11‐‐6 6 アクロス新大阪アクロス新大阪
TELTEL：： 0606‐‐63996399‐‐2884(2884(代代)) FAXFAX：： 0606‐‐63996399‐‐28862886


